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肝炎患者の肝炎患者の肝炎患者の肝炎患者の生活保護生活保護生活保護生活保護申請を門前払いし、非代償申請を門前払いし、非代償申請を門前払いし、非代償申請を門前払いし、非代償

性肝硬変患者性肝硬変患者性肝硬変患者性肝硬変患者から、治療から、治療から、治療から、治療を受ける機会を奪ったを受ける機会を奪ったを受ける機会を奪ったを受ける機会を奪った

舞鶴市舞鶴市舞鶴市舞鶴市の生活保護行政に関してのの生活保護行政に関してのの生活保護行政に関してのの生活保護行政に関しての要請要請要請要請書書書書    

２０１２年６月２７日２０１２年６月２７日２０１２年６月２７日２０１２年６月２７日    

舞鶴市長舞鶴市長舞鶴市長舞鶴市長    多々良多々良多々良多々良    良三良三良三良三    様様様様    

    

 

舞鶴ウイルス性肝炎を考える会 

 

 

 

 

京 都 肝 炎 友 の 会 

 

 

 

舞鶴市での肝硬変患者の舞鶴市での肝硬変患者の舞鶴市での肝硬変患者の舞鶴市での肝硬変患者の山川一郎さん（仮名）の、山川一郎さん（仮名）の、山川一郎さん（仮名）の、山川一郎さん（仮名）の、生活保護申請に関する生活保護申請に関する生活保護申請に関する生活保護申請に関する黙過できな黙過できな黙過できな黙過できな

いいいい事態に関し、以下の点について事態に関し、以下の点について事態に関し、以下の点について事態に関し、以下の点について対応いただくよう対応いただくよう対応いただくよう対応いただくよう要請要請要請要請します。よろしくお願いしますします。よろしくお願いしますします。よろしくお願いしますします。よろしくお願いします。。。。    

    

なぜなぜなぜなぜ要請要請要請要請することになったのかすることになったのかすることになったのかすることになったのか    

病名・病歴病名・病歴病名・病歴病名・病歴    

山川一郎さん（仮名）は、東舞鶴に住む５０代前半の男性です。Ｃ型肝炎ウイルスに

感染している。判明したのは、２００５年頃で、勤務する会社の定期健康診断で再検査

となり「Ｃ型ウイルス性肝炎」で「肝硬変」との診断を受けた。そのような診断を受け

たが、「少し疲れやすいか」とは思っていたが、「病人」との認識は全くなかった。 

現在は非代償性肝硬変で、合併症として食道静脈瘤・腹水が発生し、腹水の発生によ

り腹圧が上昇しヘルニア症も生じている。 

これまでに、食道静脈瘤の破裂を１度経験し救急搬送され緊急治療を受け、その後、

静脈瘤の状況は継続し、破裂の予防的入院治療を１度行っている。 

また、ヘルニアの治療の手術による治療を２回行っている。 

 

肝硬変の治療は、インターフェロンによる抗ウイルス治療を半年間行った。ウイルス

の数値は減少したがウイルスを完全に消すことができず、「これ以上やっても同じ」と

の医師の判断でそれ以上の投与は行われなかった。その後は、対症療法として肝庇護剤
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を使用した治療を行っている。 

 

入院治療の経過としては、入院治療の経過としては、入院治療の経過としては、入院治療の経過としては、このようになる。このようになる。このようになる。このようになる。    

①インターフェロン治療（２００５～６年頃） 

②そけいヘルニア（入院手術 ２０１０年頃） 

③食道静脈瘤破裂（救急搬送 入院治療） 

④そけいヘルニア（入院） 

⑤食道静脈瘤、予防的治療（入院治療、２０１１年７月） 

 

山川一郎さんは、現在、治療を舞鶴医療センターで行っている。 

食道静脈瘤があり、いつ破裂するかも判らないので、肝庇護剤を使用した治療と合わ

せ、現在も治療を行っている。腹水が生じ苦痛で、利尿薬を服用している。 

医療費は入院時の治療費も含め大きな負担になって、生活が困難。５月３１日に予約

をしていた外来通院は、治療費を支払う金がなくキャンセルした。（６月２４日現在も

通院できていない） 

借金は、生活保護の申し込みに行った時、申請用紙を渡さず、生活福祉資金の借入を

指導され、それで医療費を払ったが、その返済も現在の治療の障害になっている。 

 

職職職職歴歴歴歴    

山川一郎さんは、通信販売も行う物販会社に勤務し、商品管理、出荷実務＝大きな家

具など重量物の整備、梱包、車への積み込み等が主な仕事。 

社長は理解のある方で、入院治療が続いても何かと対応をしてくれた。しかし、多く

の食道静脈瘤が発生し、主治医から入院治療をすすめられ、これ以上入院を繰り返すこ

とを勤務しながらするのは無理だったし、体調も悪く、勤務を続けることはできなかっ

た。そのため、２０１１年６月に退職せざるを得なかった。 

退職後も体調を見ながら、可能な日には、１日２~３時間の「手伝い」的な仕事をし

ているが、体調が悪く、また、激しい仕事はできないため定職には就くことができない。 

 

生活保護申請の経過生活保護申請の経過生活保護申請の経過生活保護申請の経過    

山川一郎さんは、食道静脈瘤の治療の入院治療が終了した時、生活保護を舞鶴市役所

に申し込んだ。 

その際、対応したＡ職員氏は、生活保護の申請書を渡さず、生活福祉資金という融資

があるのでそれを活用するよう指示した。 

 

山川一郎さんは、融資を申し込み、その金で医療費を払った。（９万円借り入れ。２

０１１年９月３０日から、１か月１６６０円の返済が始まっている）その後１カ月ほど

して、生活が実際にできない実情を訴えることにより、生活保護の申請がようやく受け

付けられ、失業給付が始まるまでの間、３~４か月程度生活保護を受給した。 

その後、失業給付が計９０日分あったので、なんとか治療、生活を続けた。 
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その後も体調に応じたアルバイトを一日２~３時間程度行い、生活をつないできた。 

 

しかし、山川一郎さんは、このままでは治療が続けられず生活も困難なため、４月の

下旬に舞鶴市役所に再度生活保護をと申し込みに行った。 

その際、舞鶴医療センターの診断書を、「生活保護を申請します」と言って、４月２

５日に「非代償性Ｃ型肝硬変 食道静脈瘤 自宅療養と内服薬による治療」と記載され

た診断書を受け取り、４月の後半に舞鶴市役所に行き、Ａ職員に提出したが、Ａ職員は、

診断書を見はしたが、受け取る、コピーすることもせず、「働くように」と指導し、生

活保護の申請書を渡さず、申請を受け付けなかった。 

４月は２回申し込みに行ったが二回目も、「働け」を繰り返す。「働けと言うが、体調

がそれどころじゃない。金もない、病院も行けない。なんとかしてくれと」と訴えたら、

Ａ職員は、「ゴールデンウイーク明けに来い」とようやく言った。 

５月に２~３回舞鶴市役所に生活保護の申し込みに行ったが、対応したＡ職員は、「ゴ

ールデンウイーク後に来い」と言ったにも関わらず、やはり 「働け、働け」 「フル

に働くことは無理だが短時間でも働け。その姿勢を見せたら 残りは見てやる」と、生

活保護の申請用紙も出さず、申請を受け付けなかった。 

ゴールデンウイーク前後に申請を受け付けていたら、５月３１日の診察を断念する事

はなかった。 

 

申請を受け付けさせた経過申請を受け付けさせた経過申請を受け付けさせた経過申請を受け付けさせた経過    

山川一郎さんは、舞鶴ウイルス性肝炎を考える会の会員になっていたので会報が送ら

れてきていたが、生活のため転居したため、会報が届かなくなり、同会会長の所に戻っ

た。そのため、同会は、病気が重くなり、いなくなったのかと心配し、何故郵便物が届

かないかを調べた。 

その結果、仕事をやめ、転居し、治療を受けるのも大変だが、生活保護を受けて何と

かしようと市役所に行ったが、門前払いで困っているということを知った。 

その事態が判明したのが６月１９日であったため、直ちに同会会長が、八方に手を打

ち調査をした。 

その上で、山川一郎さんは、６月２１日舞鶴市役所に生活保護の申し込みに出向いた。

すると、最初はＡ職員が出てきたが、申請に来たと告げたら、今回はＡ職員以外の職員

が申請用紙を渡し受け付けた。 

これまで４~５度も生活保護の申請に行きながら、申請書さえ渡さず、申請を拒否し

ていた市役所が、この日何故態度を変えたのか。それは、前日に、舞鶴市役所で６００

円しか持たない妊娠中の母子家庭の女性の生活保護の申請権を侵害する生活保護の申

請拒否問題が明らかになり、４~５月の不当な態度を繰り返すことができなかったため

としか考えられない。 

６月２１日、舞鶴市役所からは、これまで４～５回申請に行っても申請用紙さえ渡さ

ず、申請拒否を行ってきたことに対する謝罪はなかった。 

生活保護申請の意思を舞鶴市に明確に示したのは本年４月末であり、すでに２か月ほ
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ど経過している。 

家族は母親と妹いるが扶養能力はない。２０１１年に生活保護を受給しており、生活

保護を受ける資格が有るかないかの基本的な調査を舞鶴市はすでに行っている。舞鶴市

は一刻も早く、生活保護の申請に対する判断を示すべきである。 

 

以上の経過から、次の点を要請します。 

健康福祉部福祉援護課業務に関しての健康福祉部福祉援護課業務に関しての健康福祉部福祉援護課業務に関しての健康福祉部福祉援護課業務に関しての要請内容要請内容要請内容要請内容    

① 生活保護を受給したいことを明言して舞鶴市役所に行ったにも関わらず、直ちに申

請書を渡さず、申請が有ったと対処しなかった。これは、生活保護の申請権の阻害で

ある。このような行為は直ちにやめること。 

生活保護の申請書は、市役所の誰でも取れる所に置くこと。 

 

② 深刻な疾病で十分な就労ができないために、生活ができず、大切な治療がおろそか

になり、生命にも関わる事態であるため生活保護の申請に来ているにもかかわらず、

「働け」と指導し、働いたら生活保護も可能かと匂わせる対応は許されるものではな

い。肝硬変、慢性肝炎等の疾病を持つ方の生活保護の申請は、生命にかかわるもので

あるということ正しく認識し、この様な行為も直ちにやめること。 

 

③ 安定的な就労が困難な肝硬変という疾病である生活保護の申し込み者に対し、生活

保護の申請を受け付けず、融資＝借金を勧めることは、住民の安定的な生活を奪い、

疾病の悪化にも直結するものであり許されない。直ちに改善するとともに。 

 

④ 山川一郎さんは、２０１２年４月に生活保護の申請を明確に舞鶴市に行っており、

本日でほぼ２か月経過している。これは、生活保護法で定められた期限を大幅に超過

しており、直ちに結論を示すこと。 

 

⑤ 全ての職員・関係者に、肝炎、肝硬変、肝がんの特徴を正確に徹底し、今回の様な

患者への不当な対応が二度行われることのない様にすること。 

 

健康福祉部健康増進課健康福祉部健康増進課健康福祉部健康増進課健康福祉部健康増進課関連業務に関しての要請内容関連業務に関しての要請内容関連業務に関しての要請内容関連業務に関しての要請内容    

① 生活困窮のため必要な治療を受けられない肝炎、肝硬変、肝がん患者はこの例だけ

ではない。また、この疾病以外でも同様の例が発生している可能性がある。健康増進

課を中心に舞鶴市として、実態を把握し、対応すること。 

 

② 生活保護の申請をするために舞鶴市役所に申し込んでも、門前払いされ、結果とし

て治療ができず、生命の危機に陥っている事態が二度と発生しないよう、健康増進課

を中心に舞鶴市として健康福祉部福祉援護課の業務に問題がないか把握、是正するこ
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と。 

 

③ 国の行う医療費助成制度は、抗ウイルス治療等ごく限られた治療だけが対象で、そ

の他の治療に関する支援は、京都府、舞鶴市では皆無である。 

舞鶴市として、肝炎・肝硬変・肝がん患者の治療、生活を支援する制度を作ること。 

 

④ 生活保護の申請受付等を行う職員が、肝硬変について正しく理解していれば、治療

の重要性、就労の困難さは容易に理解できたはずである。肝炎、肝硬変、肝がんの特

徴、治療の必要性を全職員に正しく教育、徹底し、その病状に応じた対応を行うよう

にすること。 

 

⑤ 肝炎ウイルス検査の意義を市民に一層広く徹底し、全市民が早期に受検するよう、

可能な対策を講じること。 

京都府に対し、府内のすべての医療機関を肝炎ウイルス無料検査の委託機関とする

よう要請すること。 

 


